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藍蓼会学生生活援助基金内規 

（目的） 

第１条 学生生活援助金（以下｢基金｣という。）より、経済的な理由等によって勉学を続け

ることが著しく困難な学生に給付援助する。 

（基金） 

第２条 基金は、藍蓼会学生生活援助基金をもって当てる。 

（運用） 

第３条 本内規の運用は、学生委員会が藍蓼会の委嘱により行う。 

（資格） 

第４条 藍蓼会準会員で、父母の重病、死亡、失業、罹災等突発的な事由により、学生生

活を維持することが困難な学生であること。 

２ 準会員の子女にかかわらず外国人留学生で、国際的な経済変動により学生生活を維持

することが困難な学生であること。 

（採用区及び給付金） 

第５条 採用者を次のとおり区分し、基金から給付する。 

Ａ種 〔家計急変による修学困難者〕 

･･････授業料相当額以内とし、状況に応じて支給額を定め採用時に一括支給する。 

Ｂ種 〔国際的な経済変動による修学困難者〕 

･･････１０万以内とし、状況に応じて支給額を定め採用時に一括支給する。 

（出願） 

第６条 出願は、出願事由が発生した場合随時とする。 

２ 基金の援助を希望するものは、所定の様式による願書に次の書類を添付して出願する

こと。 

Ａ種･･････(１) 成績証明書 

(２) 家計急変がわかる書類 

Ｂ種･･････(１) 成績証明書 

(２) 申請事由書 

（審査） 

第７条 出願者について書類審査及び面接の結果に基づき学生委員会の議を経て藍蓼会に

申請し決定する。 

２ 前項の書類審査及び面接は学生委員会が行う。 

（事務取扱） 

第８条 この基金に関する事務取り扱いは、越谷校舎においては学生課が、湘南校舎におい

ては教育支援課が行う。 

（内規の改廃） 

第９条 この内規の改廃は、学生委員会の議を経て藍蓼会が決定する。 

附 則 

本内規は、昭和６３年７月１６日より施行する。 

附 則 

本内規は、平成７年４月１日より改正施行する。 
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附 則 

本内規は、平成１８年４月１日より改正施行する。 

附 則 

本内規は、平成３０年４月１日より改正施行する。 


